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決まったこと３月定例会で
【3月5～13日 開催】

会  計  名 予　算　額 前年度比（％） 一般会計繰入金

国 民 健 康 保 険

介　護　保　険

後 期 高 齢 者 医 療

657,973

687,849

92,989

△5.4

1.9

18.8

36,390

107,577

28,586

（単位：千円）令和８年度特別会計予算

前年度比　1.18％増

令和８年度一般会計予算

前年度比　1.18％増

　令和８年第１回片品村議会定例会（３月議会）を、３月５日～１３日までの９日間にわたり開催しました。
　令和８年度当初予算をはじめ、条例の制定や一部改正、計画の策定、指定管理者の指定、人事案件、令和
７年度補正予算などが提案されました。
　議会は、予算説明会、各常任委員会と本会議で審議のうえ、すべての議案を全員賛成で可決しました。

42億
9,200万

地方交付税

国庫支出金県支出金
使用目的が決まって
いる国からの補助金

使用目的が決まっている
県からの補助金

一定の行政サービス
を提供できるように
するために国が交付
する税
18 億3,200 万円
（42.7％）

2億5,650 万6 千円
（6.0％）

1億9,262 万8 千円
（4.5％）

各種交付金
・譲与税
消費税やガソリン税
など国から地方へ配
分される交付金

1億9,260万1 千円
（4.4％）

繰入金
村の貯金を下ろして
使うお金

5 億7,909 万7 千円
（13.5％）

その他
財産収入、負担金、使用料、
寄付金、諸収入など

2 億2,618 万8 千円
（5.3％）

前年度より繰越金
5,000万円
（1.2％）

村税
村民が納める税金
6億6,618 万円
（15.5％）

村債
財源不足を補う
ための借金
2億9,680 万円
（6.9％）

・・

・・

・

・

・

・
・

・

・・

42億
9,200万

歳 入

歳 出

6億7,941 万9 千円
（15.8％）

9 億6,919 万1 千円
（22.6％）

総務費

民生費

4億7,858 万9 千円
（11.1％）

教育費

議会費
7,103 万5 千円
（1.7％）

予備費
300万
（0.1％）

労働費
4万 4 千円
（0.0％）

農林水産業費
3 億2,100 万3 千円
（7.5％）

商工費
2億5,230 万6 千円
（5.9％）

土木費
3億6,212 万 9 千円
（8.4％）

消防費
1億7,815 万7 千円
（4.1％）

災害復旧費
3千円
（0.0％）

公債費
5億2,871 万円
（12.3％）

4億4,841 万4 千円
（10.5％）

衛生費

簡 易 水 道 事 業

下  水  道  事  業

収益的収入　121,507
収益的支出　122,574
資本的収入　 30,272
資本的支出　 38,972

△5.9
△4.3
435.0
160.0

4.1
4.1

△66.8
△49.9

収益的収入　221,830
収益的支出　221,830
資本的収入　 16,053
資本的支出　 34,770

（単位：千円）

※簡易水道事業と下水道事業は、公営企業会計が適用されています。

25,273（補助金）

112,442（補助金）

令和８年度事業会計予算

会  計  名 予　算　額 前年度比（％） 一般会計繰入金
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地域通貨「おぜだっペイ」
に係るキャンペーン事業

行政サービスデジタル
活用推進事業

除雪体制確保事業

91,000継

15,928新

39,000新

地域通貨「おぜだっペイ」に係るキャンペーン事業

①通年５％還元キャンペーン（新規）

②片品村転入者・新生児誕生応援ポイント付与事業

①ぐんま電子入札共同システムへ参画し、可能な限り入札

　の電子化を進める。

②生成ＡＩを群馬県内９市町と共同調達で導入し、行政サ

　ービスをさらに推進するため、業務の効率化を図る。

③行政サービスのデジタル化推進と住民の利便性の向上の

　ため、LINEを活用したデジタル化を推進する。

積雪寒冷特別地域内の冬期における安全な道路交通

を確保するため除雪機械の整備（除雪車の更新）を

行う。

鎌田エリア再整備事業
コンサルティング事業

10,000新

役場庁舎の老朽化や将来を見据えた村づくりを進め

る中での鎌田エリアの再整備について、計画策定や

事業スケジュールの整理、検討委員会の運営支援な

どの業務を委託する。

若者・子育て世代定着に
向けた住宅建設アドバイ
ザリー事業

2,200新

若者の定住や子育て世代等のＵ･Ｉターンを促進する上で、

住宅の整備を促進するため、住宅計画図案や整備・運営方

式の導入可能性調査、概算事業費の算出、建設事業者公募

等の業務を委託する。

事業名称 予算額新継 事業内容等

（単位：千円）
主要事業

一般会計当初予算の 目玉令和８年度

補正予算

特別会計

事業会計

（単位：千円）

（単位：千円）

一般会計（第６号）

補  正  額 補  正  後会　計　名

304,064 4,912,461

国民健康保険特別会計（第３号）

介護保険特別会計（第３号）

後期高齢者医療特別会計（第２号）

簡易水道事業会計
補正予算（第１号）

下水道事業会計
（第２号）

補  正  額 補  正  後会　計　名

98,983

32,555

5,579

△

△

607,041

674,539

85,566

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

補  正  額 補  正  後会　計　名

501

674

650

308

△

△

128,594

127,434

216,864

69,646

ワンポイント解説
繰越明許費

前年度予算を使途と金額
を明らかにして翌年度へ
繰り越す費用です。

事　業　名会計名 金　額

戸籍附票旧氏記載に伴う戸籍附票システム改修業務委託費

村山地区 水路整備工事　農業用用排水路施設整備

栃久保地区 水路整備工事 農業用用排水路施設整備

林道仁加又線 調査設計業務委託

村道鎌田太田向線　小川橋橋梁補修工事

いじめ重大事態　第三者調査業務

1,848

21,050

8,920

5,200

43,850

5,600

一般会計

令和７年度　補正予算

繰越明許費
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受　理
年月日

令和 8年
2月 10 日

（件名）
　ｍＲＮＡワクチン（レプリコン
ワクチンを含む）接種事業の中止
の意見書提出を求める陳情書

　mRNAワクチンについて調査したところ、このワクチンは体内でウイルスのたんぱく質を作らせて

免疫をつけ、重症化や感染拡大を防ぐ効果が期待されます。副反応のリスクはあるものの、メリットが

上回ると判断され、接種が推奨されています。なお、当議会においては十分に理解が及んでいないため、

引き続き審査することといたしました。

　　　　鎌田エリア再整備事業検討委員会設置条例の
　　　　第４条に委員会は１８名以内で構成するとさ
　　　　れているが、委員の内訳を見ると女性が含ま
れない可能性もあるように見受けられます。
　地域の将来を左右する重要なことであるため、複数
名の女性委員を含め、多様な視点で率直な検討が行わ
れるよう、執行部に再検討を求めます。
　また、第５条において委員の任期を「委員会が解散
するまで」としているが、取りまとめまでに要する想
定期間について、執行部の見解を伺いたい。

　　　　
　　　　「村長が適当と認める者」として最大２名の
　　　　委員を加えることが可能であるため、その範
　　　　囲においても女性委員の登用に十分意識して
検討していきたいと思います。
　第５条の任期については、今後の検討の進捗や状況
に応じてさまざまな可能性が想定されるため、現段階
では期間について明確にお示しすることは難しい状況
です。大まかな計画の取りまとめが完了した段階を一
つの目安として考えております。

（村長）

群馬県佐波郡玉村町五料941-6
群馬県有志の会

代表 武井 俊樹　会員 121 名

産業民教
常任委員会

継続審査

件　　名 陳  情  者 付託委員会 審議結果

３月定例会において審議された陳情は、下記のとおり決定しました。陳情審議結果

詳細

※

片
品
村
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

　
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
よ
り
、
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
人
員

配
置
や
面
積
な
ど
の
設
備
・
運
営

に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の

※

片
品
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

　
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
、
勤
勉

　
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
準
じ
て
、
期
末
手
当
支
給

率
の
改
定
を
行
う
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の

※

片
品
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

群
馬
県
小
口
資
金
融
資
促
進
制
度

要
綱
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
片
品
村
も
一
部
改
正
を
行

う
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の

※

片
品
村
保
育
所
の
あ
り
方
検
討
委

　
員
会
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
に
つ
い
て

片
品
村
保
育
所
の
統
合
が
完
了
し
、

目
的
が
達
成
さ
れ
た
た
め
、
条
例

の
廃
止
を
す
る
も
の

※

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

　
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
準
じ
て
、
期
末
手
当
支
給

率
の
改
定
を
行
う
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の

※

片
品
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　
つ
い
て

人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
準
じ
て
、
通
勤
手
当
、
給

料
表
及
び
宿
日
直
手
当
の
改
定
、

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給

率
改
定
を
行
う
た
め
、
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の

※

片
品
村
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

　
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
準
じ
て
、
給
料
表
の
改
定

を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の

※

片
品
村
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事

　
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
よ
り
、
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
利

用
対
象
や
実
施
方
法
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の

※

鎌
田
エ
リ
ア
再
整
備
事
業
検
討
委

　
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

鎌
田
エ
リ
ア
再
整
備
事
業
を
進
め

る
た
め
の
検
討
委
員
会
を
設
置
し

た
い
た
め
、
委
員
会
の
設
置
条
例

を
制
定
す
る
も
の

※

片
品
村
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

行
政
手
続
法
の
改
正
に
よ
り
、
片

品
村
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

※

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

　
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
準
じ
て
、
期
末
手
当
支
給

率
の
改
定
を
行
う
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の

※

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

鎌
田
エ
リ
ア
再
整
備
事
業
検
討
委

員
会
委
員
の
報
酬
を
新
た
に
規
定

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止

質 疑 事 項 星野 吉弥

～鎌田エリア再整備事業検討委員会設置条例制定について～

是非とも村を思い活気のある女性を選任し、登用してほしいと思います。

議員質問者：

Q A

第１回定例会

星野吉弥議員
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歳入歳出補正前

氏　名 住　所

補正額

46 億 99 万 1 千円

1

2

3

4

星野　武常

星野圭妃子

永井　啓之

星　　信弘

須賀川

摺　渕

針　山

東小川

氏　名 住　所

5

6

7

8

入澤正次郎

星野恵美子

松浦　文男

原澤　俊男

越　本

土　出

戸　倉

鎌　田

740 万 6 千円 46 億 839 万 7 千円

補正後

※令和７年度片品村一般会計補正予算（第５号）を専決処分したことについての承認

専決処分の
承認

次の施設の指定管理者を議決しました。指定管理者の名称、指定の期間は次のとおりです。

衆議院解散に伴う選挙費用について、早急に対応する必要があり、予算の措置を行ったもの。
（令和８年１月 23日専決）

農業委員を
選任

任　命

団体推薦者（敬称略）

一般会計
補正予算

花の駅片品

道の駅尾瀬かたしな

寄居山温泉センター

片品村営スノーパル・オグナほたか

片品村営武尊牧場観光施設

片品村並木運動広場

片品村戸倉地区公園

片品村尾瀬ぷらり館

戸倉運動広場

片品村住民センター

尾瀬大橋公園

片品村振興公社株式会社

片品村鎌田区

片品村戸倉区

令和 8年４月１日

～

令和13 年３月31日

施　設　名 指 定 管 理 者 期　間　等

　空席となっていた副村長に、
桑原信一氏（御座入）が任命され
ました。

　教育委員会教育長の、萩原明富氏が令和
８年３月３１日で任期満了となるため、後
任者として星野文隆氏（鎌田）が教育長に
任命されました。

　教育委員会教育委員の、星野幸一氏が令
和８年３月３１日で任期満了となるため、
後任者として吉野香織氏（土出）が任命さ
れました。

新教育長に 星野文隆 氏新副村長に 桑原信一 氏

新教育委員に 吉野香織 氏

○第５次片品村総合計画の策定について

　第４次片品村総合計画が今年度末で終了するため、令和８年度からの１０年間
を計画期間とする総合計画を策定するもの計画の

策定

指定管理者
の指定

○片品村過疎地域持続的発展計画の策定について

　今年度末で本計画が終了するため、令和８年度から令和１２年度までの５年間
を計画期間とする過疎計画を策定するもの

令和８年５月１６日の任期満了に伴い、次のとおり新たな農業委員会委員８名が選任されました。



　
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
状
況
で

す
が
、
尾
瀬
エ
リ
ア
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
お
客
様
が
前
年
と
比
較

し
て
約
　
％
程
度
増
加
し
、
昨
年

オ
ー
プ
ン
し
た
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｙ
尾
瀬
鳩

待
ｂ
ｙ
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
宿
泊
者

数
の
約
　
％
の
方
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
お
客
様
で
、
主
に
台
湾
・
韓

国
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
訪
れ
ま

し
た
。

　
丸
沼
エ
リ
ア
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
　
％
の
増
加
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
台
湾
・
韓
国
か
ら
の
観
光

客
は
増
加
し
た
一
方
で
、
中
国
か

ら
の
観
光
客
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

代
わ
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ヤ
メ
平
の
キ
ャ
ッ
ト
ツ
ア
ー

に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
　
組
　
名

の
参
加
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
お
客
様
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
年
の
状
況
は
、
現
在
、
　
組

１
０
２
名
の
参
加
が
あ
り
、
今
後

さ
ら
に
参
加
者
数
が
増
え
る
と
予

測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
お
客
様
は
２
組
、
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

問　
　
鎌
田
エ
リ
ア
再
整
備
事
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
　
　

① 

地
区
別
説
明
会
は
終
了
い
た
し

　 

ま
し
た
が
、
初
め
て
内
容
に
触

　 

れ
た
村
民
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

 

　
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
主
な
意

　 

見
の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問　
　
② 

村
が
委
託
す
る
コ
ン
サ
ル

 

業
者
が
２
件
と
の
こ
と
だ
が
、
コ

 

ン
サ
ル
委
託
費
１ 

０
０
０
万
円

 

（
単
年
度
予
算
）
は
妥
当
な
金
額
な

 

の
か
、
ま
た
コ
ン
サ
ル
委
託
を
継

 

続
し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

問　
　
職
員
の
宿
直
手
当
４ 

４
０
０

円
が
４ 

７
０
０
円
に
改
訂
（
令
和

７
年
４
月
よ
り
）
さ
れ
る
と
い
う

説
明
だ
が
、
宿
直
専
任
依
頼
者
も

同
額
で
お
願
い
し
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

　
宿
直
を
専
任
で
お
願
い
し
て
い

る
方
は
、
宿
直
業
務
を
委
託
し
て

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
日
額

４ 

７
０
０
円
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
委
託
料
と
い
う
形
で
支
払
っ
て

お
り
ま
す
。

答
（
総
務
課
長
）

　
地
区
別
説
明
会
は
３
会
場
で
開

催
さ
れ
、
合
計
１
０
３
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
平
均
年
齢

は
　
　
９
歳
で
、
幅
広
い
年
代
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
と
し
て
、
役
場
の
立

地
に
つ
い
て
は
現
地
維
持
を
望
む

声
や
新
た
な
候
補
地
の
提
案
、
半

瀬
へ
の
移
転
に
関
す
る
意
見
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
鎌
田
エ
リ
ア
の
開
発
に

つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ

い
再
生
や
地
域
特
性
を
活
か
し
た

施
設
整
備
、
定
住
促
進
、
世
代
間

の
意
見
反
映
を
求
め
る
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
や
企
業
誘
致
、
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
に
関
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

今
後
も
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
は
、
当

初
予
算
に
委
託
料
１ 

０
０
０
万
円

を
計
上
し
、
鎌
田
地
区
の
基
礎
調

査
や
再
整
備
計
画
の
策
定
、
事
業

費
や
財
政
影
響
の
分
析
、
事
業
手

法
の
検
討
、
説
明
会
運
営
支
援
な

ど
で
す
。
事
業
者
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
一
事
業
者
を
選
定
予
定

で
あ
り
、
委
託
料
は
見
積
り
に
基

づ
き
妥
当
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
業
務
は
次
年
度
以
降

も
継
続
予
定
で
す
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

答

協
議
事
項

問　
　
日
中
関
係
に
不
安
定
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
当
村
へ
の
入
客
数
は
ど
の

よ
う
な
実
績
推
移
か
伺
い
た
い
。

ま
た
併
せ
て
、
ア
ヤ
メ
平
キ
ャ
ッ

ト
ツ
ア
ー
の
状
況
に
つ
い
て
も
説

明
願
い
た
い
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

所
管
事
務
に
つ
い
て

総務観光常任委員会の様子

キャットツアー　ツリーラン

6常 任 委 員 会

総務観光
常任委員会
総務観光
常任委員会

15 10

13

68

25

59.
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,

,,

,

,



常 任 委 員 会7

問　
　
コ
ン
ビ
ニ
等
で
各
証
明
書
自

動
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
住
民
票

写
し
・
印
鑑
証
明
書
等
）
を
来
年

２
月
よ
り
予
定
し
て
い
る
が
、
昨

年
度
の
各
交
付
件
数
を
種
別
ご
と

に
確
認
し
た
い
。

問　
　
端
末
シ
ス
テ
ム
対
応
を
し
た

場
合
、
村
外
の
コ
ン
ビ
ニ
等
で
も

対
応
出
来
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
県
単
独
事
業
が
４
か
所
、
上
而
、

鎌
田
、
伊
閑
町
、
上
小
川
地
区
農

業
用
水
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
村
単
独
事
業
が
村
内
３
か
所
の

側
溝
整
備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

　
令
和
６
年
度
に
取
扱
い
を
行
い

ま
し
た
各
種
別
の
交
付
件
数
、
手

数
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の

と
お
り
で
す
。

答
（
住
民
課
長
）

　
全
国
で
約
５
万
６ 

０
０
０
店
舗

で
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
主
な
店
舗
と
し
ま
し
て
は
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ま
た
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
、
イ
オ
ン
、
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
が
ほ
ぼ
全
体
の
９
割
以
上

を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　
当
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
時

点
で
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
１
店
舗

の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

答
（
住
民
課
長
）

鎌田エリア再整備事業地区別説明会

農業用水現地確認の様子（議会管内視察）

戸 籍 関 係

証 明 関 係

税証明関係

合　　　計

1,603

2,965

1,825

6,393

謄本・抄本・戸籍証明（結婚・出産）・原戸籍・除籍謄本など

印鑑証明・住民票謄本・住民票抄本・身分証明　など

税証明・証明追加・地番図写・航空写真・公図写　など

種　別 件　数 証 明 書 名　抜 粋

　
役
場
庁
舎
の
建
設
場
所
は
、
利

便
性
だ
け
で
な
く
、
周
辺
エ
リ
ア

や
村
全
体
の
観
光
や
農
業
な
ど
産

業
に
も
影
響
す
る
重
要
な
課
題
で

す
。
今
後
は
検
討
委
員
会
を
中
心

に
、
多
方
面
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
村
民
の
意
見
を
聞
く
有

効
な
手
段
で
あ
り
ま
す
が
、
内
容

や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
慮
し
つ
つ
、

鎌
田
エ
リ
ア
全
体
の
再
整
備
も
含

め
た
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

産業民教
常任委員会
産業民教
常任委員会

協
議
事
項

問　
　
小
規
模
土
地
改
良
事
業
の
委

託
料
、
工
事
費
の
当
初
予
算
内
訳

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

予
算
に
つ
い
て

（
委
員
長
　
星
野
　
吉
弥
）

産業民教常任委員会の様子

問　
　
③ 

最
終
的
な
役
場
庁
舎
の
候

 

補
地
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
方
針

 

と
住
民
の
意
見
・
要
望
を
踏
ま
え

 

つ
つ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
重
視
し
、

民
意
の
集
約
と
尊
重
に
よ
り
決
定

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

,



　
試
運
転
を
行
い
、
本
格
的
な
売

電
は
６
月
初
旬
か
ら
開
始
す
る
予

定
で
、
事
務
所
も
整
理
が
整
い
、

見
学
が
可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
木
材
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

希
望
に
応
じ
て
引
き
取
り
対
応
や

直
接
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。
費

用
に
つ
い
て
は
運
搬
方
法
や
状
況

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
詳
細
は

Ｓ
Ｇ
Ｅ（
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
に
ご
相
談
と
な
り
ま
す
。

問　
　
猟
友
会
の
報
酬
に
つ
い
て
。

燃
料
代
や
車
の
損
料
等
の
経
費
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

問　
　
花
咲
に
「
け
あ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ

ー
ム
片
品
」
と
い
う
認
知
症
施
設

が
で
き
ま
し
た
が
　
名
定
員
に
対

し
、
４
名
の
入
所
と
い
う
状
況
で

す
。

　
入
所
条
件
や
月
額
費
用
等
に
つ

い
て
説
明
を
伺
い
た
い
。

問　
　
水
道
管
の
漏
水
等
が
所
々
で

見
ら
れ
る
が
、
水
道
管
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
漏
水
等
で
断
水
し
た
場
合
、

早
急
に
復
旧
す
る
こ
と
は
で
き
る

の
か
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
つ
い
て

は
、
現
在
シ
ス
テ
ム
関
連
や
チ
ッ

パ
ー
の
試
運
転
を
実
施
し
て
お
り
、

発
電
施
設
の
試
運
転
は
４
月
中
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

際
に
使
用
し
た
車
両
、
走
行
距
離

な
ど
の
把
握
が
必
要
で
あ
り
、
作

業
日
報
を
記
録
し
、
周
知
・
確
認

を
行
っ
た
う
え
で
、
近
隣
市
町
村

の
状
況
も
踏
ま
え
て
検
討
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
燃
料
費
や
車
両
経
費
の

支
払
い
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
支

給
す
る
場
合
は
、
駆
除
場
所
や
実

答
（
農
林
建
設
課
長
）

　
２
月
現
在
、
片
品
村
の
配
水
管

の
漏
水
は
　
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

全
体
の
２
〜
３
割
が
法
定
耐
用
年

数
　
年
を
超
え
て
お
り
、
今
後
は

古
い
管
や
土
壌
の
影
響
が
あ
る
箇

所
を
中
心
に
計
画
的
に
補
修
を
進

め
ま
す
。
漏
水
等
が
発
生
し
た
場

合
は
、
水
道
担
当
職
員
が
緊
急
連

絡
を
受
け
、
業
者
や
職
員
が
迅
速

に
対
応
し
、
断
水
は
可
能
な
限
り

短
時
間
で
復
旧
作
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

　
入
所
条
件
は
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
要
支
援
２
以
上
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
で
す
。

　
月
に
か
か
る
費
用
と
し
て
、
介

護
度
に
応
じ
た
自
己
負
担
額
と
、

家
賃
・
光
熱
費
・
食
費
を
含
め
た

９
３ 

４
０
０
円
を
合
計
し
た
金
額

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）

問　
　
バ
イ
オ
マ
ス
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
、
ま
た
木
材
の
受
入
体

制
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

所
管
事
務
に
つ
い
て

　
片
品
村
空
き
家
解
体
補
助
金
交

付
要
綱
に
お
い
て
は
、
１
年
以
上

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
建
物
が
基

本
的
に
該
当
し
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
は
総
額
３
０
０
万

円
と
し
、
２
０
０
万
円
を
新
築
改

修
事
業
（
上
限
　
万
円
で
　
件
見

込
み
）、
１
０
０
万
円
を
解
体
事
業

（
上
限
　
万
円
で
５
件
分
を
見
込
）

に
充
当
し
ま
す
。

　
解
体
事
業
申
請
件
数
が
見
込
み

を
上
回
る
場
合
は
、
補
正
予
算
に

よ
る
対
応
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

午
後
３
時
に
授
業
が
終
了
す
る
た

め
運
行
時
間
が
短
く
な
り
費
用
が

抑
え
ら
れ
る
場
合
や
、
特
別
に
正

午
で
終
了
す
る
日
も
あ
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
予
算
も
、
こ
う
し

た
授
業
日
数
に
応
じ
て
積
算
し
て

お
り
、
毎
年
の
授
業
日
の
変
動
に

よ
り
、
金
額
に
多
少
の
増
減
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
料
は
、

学
校
の
授
業
日
数
に
応
じ
て
単
価

が
異
な
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
変

動
し
ま
す
。
例
え
ば
、
月
曜
日
は

答
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

問　
　
住
宅
維
持
管
理
費
に
係
る
解

体
補
助
金
３
０
０
万
円
に
つ
い
て

は
、
空
き
屋
に
限
定
さ
れ
る
の
か
、

ま
た
、
申
請
額
が
予
算
額
の
３
０

０
万
円
を
超
え
た
場
合
に
対
応
が

可
能
か
伺
い
た
い
。

問　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
管
理
運
営

事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
７

年
度
の
事
業
委
託
料
と
比
べ
て
、

今
年
度
の
予
算
が
減
少
し
て
い
る

理
由
を
伺
い
た
い
。

子どもたちの通学を支えるスクールバス

チッパー稼働前の試運転

役場職員による漏水調査

8常 任 委 員 会
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問　
　
２
０
４
０
年
に
　
歳
以
上
の

高
齢
者
数
が
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す

が
、
受
入
れ
施
設
の
対
応
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

問　
　
国
道
１
２
０
号
線
を
通
行
中
、

道
の
駅
尾
瀬
か
た
し
な
入
口
周
辺

で
渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
、
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
は
通
行
車
も
増
え
る

こ
と
か
ら
、
渋
滞
時
間
が
さ
ら
に

長
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
対
応
の
検
討

は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

　
２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
を
基

に
２
０
２
３
年
に
国
立
社
会
保
障

人
口
問
題
研
究
所
が
人
口
推
計
を

出
し
て
い
ま
す
。

　（
左
記
表
参
照
）

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
村
内
の
介
護
施
設
と
し
て
入
所

施
設
以
外
で
は
通
所
介
護
事
業
所

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
し
て
、
桜
花

苑
の
１
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
介
護
事
業
所
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
と
し
て
片
品
村

社
会
福
祉
協
議
会
と
桜
花
苑
の
２

事
業
者
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し

て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
３
年
ご
と
に
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
令
和
９
年
度

か
ら
の
第
　
期
計
画
策
定
に
向
け
、

令
和
８
年
度
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
４
０
年
に
は
　
歳
の
高
齢

者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
が
、

新
た
な
施
設
整
備
は
現
状
で
は
想

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
理
由
と
す
る
と
ピ
ー
ク
を
過
ぎ

た
後
の
施
設
利
用
や
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
介
護
人
材
の
確

保
等
の
問
題
も
あ
る
た
め
、
長
期

計
画
で
は
な
く
３
年
ご
と
の
短
い

期
間
で
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
つ
つ
、

国
県
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
高

齢
者
を
支
え
て
い
く
た
め
の
計
画

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）

　
道
の
駅
入
口
の
右
折
車
線
設
置

に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
建
設
時
か

ら
沼
田
土
木
事
務
所
と
協
議
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
右
折
車
線
に
よ
り
交
差
点
の
交

通
処
理
能
力
向
上
が
期
待
さ
れ
ま

す
が
、
用
地
取
得
や
移
転
費
用
、

道
の
駅
へ
の
影
響
な
ど
が
課
題
で

す
。

　
土
木
事
務
所
で
は
、
県
内
の
渋

滞
状
況
や
通
学
路
、
事
故
発
生
状

況
を
踏
ま
え
て
事
業
計
画
を
検
討

し
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
つ
つ
、

現
在
進
行
中
の
鎌
田
エ
リ
ア
再
整

備
事
業
の
中
で
協
議
・
考
察
し
、

交
通
環
境
の
向
上
に
向
け
協
力
し

て
行
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
村
と
し
て
も
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
協
力
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

（
委
員
長
　
小
林
　
政
彦
）

　
こ
の
施
設
は
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
（
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
）
の

た
め
、
原
則
と
し
て
片
品
村
に
住

民
登
録
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
が
、

他
市
町
村
に
住
所
が
あ
る
場
合
で

も
、
該
当
自
治
体
と
片
品
村
の
利

用
同
意
が
あ
れ
ば
、
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
開
所
以
来
、
し
ば
ら
く
入
所
者

の
い
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
が

徐
々
に
認
知
さ
れ
、
住
民
の
方
の

選
択
肢
に
入
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
で
き
る
こ
と
は
ア
ド
バ

イ
ス
や
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

けあビジョンホーム片品

道の駅付近　国道120号

　2040 年問題とは、団塊ジュニア（1970 年代初めに
生まれた人）が 75歳を迎え、今の団塊世代が 90歳に
なるため、高齢者数がピークとなります。

2030年

2040年

4,769人

3,803人

2,422（50.8％）

2,444（56.4%）

974人（30.8％）

947人（38.4%）

年 人口（人）

片品村の人口推移

高齢化率
（65歳以上）

75歳以上の人
（割合）

7565

10
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歳
と
い
う
節
目
を

迎
え
、
有
権
者
の
一
人

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

単
に
「
投
票
す
る
権
利
」

を
得
る
以
上
の
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
こ

の
社
会
の
「
当
事
者
」

と
し
て
正
式
に
認
め
ら

れ
、
未
来
を
選
択
す
る

バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
ど
こ
か
他
人
事

の
よ
う
に
感
じ
て
い
た

政
治
や
社
会
の
ニ
ュ
ー

ス
も
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
の
生
活
や
将
来
に
直

結
す
る
重
要
な
課
題
と

な
り
ま
す
。
一
票
の
重

み
は
、
目
に
見
え
る
変

化
を
す
ぐ
に
起
こ
す
に

は
小
さ
く
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

10ようこそ有権者・群馬県町村議会議長会「町村議会表彰」

　髙山悦夫議長、萩原正信議員、後藤眞平議員、

千明勉議員の４名が「議会議員１０年以上在職

し、功労のあった者」として、２月１３日に群

馬県町村議会議長会から表彰されました。

18

ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome 挨拶で分かる片品の素晴らしさ

群馬県立尾瀬高等学校
自然環境科　２年２組 井田 宗佑 さん

そ
の
一
票
の
積
み
重
ね

こ
そ
が
、
社
会
を
動
か

す
唯
一
に
し
て
最
大
の

力
で
す
。
選
挙
に
際
し

て
大
切
に
し
た
い
の
は
、

「
自
分
の
目
と
耳
で
確
か

め
る
姿
勢
」
で
す
。
溢

れ
る
情
報
に
流
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
候
補
者

が
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
ち
、
私
た
ち
の

未
来
を
ど
う
描
い
て
い

る
の
か
を
冷
静
に
見
極

め
る
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
正
解
が
な
い
問
い

も
多
い
で
す
が
、
自
分

な
り
に
考
え
、
意
思
を

示
す
こ
と
自
体
に
価
値

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
世
代
が
直
面
す
る
課

題
を
、
他
の
誰
か
に
委

ね
る
の
で
は
な
く
、
自

ら
の
手
で
よ
り
良
い
方

向
へ
導
い
て
い
く
。
そ

の
第
一
歩
と
し
て
、
責

任
と
誇
り
を
持
っ
て
投

票
所
に
足
を
運
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

おめでとうございます

「町村議会議長会表彰」を受賞

写真：萩原副議長より受賞された議員の皆様へ表彰状が授与される様子

群馬県町村議会議長会

全日本マスターズスキー選手権表彰式片品中学校卒業生

片品小学校卒業生

か た し な
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11 話のたね

「
雪
原
を
駆
け
る
特
別
体
験
！

　
　
キ
ャ
ッ
ト
ツ
ア
ー
で
冬
の
絶
景
へ
」

視聴方法

６月議会を傍聴しませんか！

○傍聴のお知らせ

次回定例会は、６月  ５日（金）の予定です。
 一般質問は、開会初日です。一般質問
の質疑応答は片品村公式ホームページ
（HP）の議会録画中継にて動画を閲覧
できます。

○議会録画中継について
 　年４回の定例議会開会日の模様を動画（録画）配信して
いますので、是非ご覧ください。

 ☆スマートフォンでもご覧いただけます。
　ＱＲコードを読み込んでください。

①片品村ホームページトップ画面右側のバナー
「片品村議会　会議中継」をクリック ☆携帯電話でもご覧いただけます。

②「会議名でさがす」「議員名でさがす」
  どちらかをクリック尾瀬の郷片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について
会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ

片品村ホームページ

話
の

た
ね

見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
条
件

が
良
け
れ
ば
富
士
山
ま
で
見
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
通
な
ら
何

時
間
も
歩
く
場
所
に
、
短
時
間
で

行
け
る
の
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

　
ま
た
、
綺
麗
な
風
景
だ
け
で
な

く
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
出
来

な
い
迫
力
の
あ
る
崖
の
大
雪
庇
を

近
場
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
の
初
心
者
で
も
こ
う
い
う
本
格

的
な
景
色
を
楽
し
め
る
。
こ
れ
が

歩
い
て
　
分
ぐ
ら
い
で
見
ら
れ
る

と
い
う
の
は
こ
の
ツ
ア
ー
の
醍
醐

味
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
ツ
ア
ー
は
１
月
下
旬
か
ら
４
月

中
旬
ま
で
開
催
し
て
お
り
、
温
か

い
ス
ー
プ
や
軽
食
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
雪
山
の
中
で
過
ご
す
時
間

そ
の
も
の
が
非
日
常
感
を
味
わ
え
、

特
別
な
体
験
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
広
い
雪
原
を
活

か
し
た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
体
験

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
取
り
組
み
も
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
雪
山
の
魅
力
を
知

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
日
本
山
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
発
祥
の

地
の
一
つ
で
も
あ
る
尾
瀬
。
雪
山

の
文
化
が
地
域
に
根
付
き
、
受
け

継
が
れ
て
い
く
、
そ
ん
な
広
が
り

が
嬉
し
い
で
す
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
の
特
徴
は
、
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
こ

と
で
す
。

　
初
め
て
の
方
は
、
キ
ャ
ッ
ト
の

中
か
ら
景
色
を
眺
め
る
だ
け
で
も

十
分
楽
し
め
ま
す
し
、
経
験
者
に

は
ガ
イ
ド
が
、
そ
の
日
の
雪
や
地

形
に
合
わ
せ
た
安
全
な
ル
ー
ト
を

案
内
し
て
、
雪
山
を
歩
い
た
り
、

滑
っ
た
り
し
て
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
や

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し

め
ま
す
。

　
親
子
三
世
代
で
ご
参
加
い
た
だ

き
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
遊
ん
だ
後
、

お
孫
さ
ん
達
が
滑
る
の
を
雪
上
車

の
中
か
ら
見
な
が
ら
帰
る
、
と
い

う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
最
大
の
魅
力
は
何
と
い

っ
て
も
絶
景
で
す
。
ア
ヤ
メ
平
か

ら
尾
瀬
ヶ
原
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、

至
仏
山
や
燧
ヶ
岳
、
日
光
白
根
山
、

赤
城
山
な
ど
の
山
々
を
３
６
０
度

も
い
つ
か
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
仲
間
と
一
緒
に
片
品
村
で

約
　
年
前
か
ら
こ
の
ツ
ア
ー
を
模

索
し
始
め
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
は
尾
瀨
戸
倉
ス
キ
ー

場
で
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
造
り
に
関
わ

っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
移
住
し
、

プ
ロ
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
月
日
が

経
ち
、
今
は
滑
る
楽
し
さ
そ
の
も

の
よ
り
も
、
そ
の
楽
し
さ
が
人
に

広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
ト
ツ
ア
ー
と
は
、
雪
上

車
で
雪
山
に
入
っ
て
い
く
体
験
で

す
。

　
キ
ャ
ッ
ト
と
い
う
名
前
は
北
米

の
言
葉
で
、
車
体
が
伏
せ
た
猫
の

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
最
初
に
経
験
し
た
の

が
北
米
に
行
っ
た
時
で
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
や
キ
ャ
ッ
ト
で
山
頂
ま
で

上
が
っ
て
山
を
滑
る
と
い
う
事
が
、

向
こ
う
で
は
昔
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
北
米
で
こ
の
文
化
に
触
れ
、「
私

広大な雪原が白い砂漠のように
広がるアヤメ平

キャットで電波塔の頂上に到着。
これからスキーを楽しみます

雪に包まれた静寂の森の中でランチタイム
（あつあつのホットサンドとスープ）

一般社団法人
尾瀬アウトドアスポーツ振興会（代表理事）
片品山岳ガイド協会（理事）

沼野 健補 さん（丸沼）

キ
ャ
ッ
ト

ア
ツ

ー

15

15
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2 日

3日

5日
 〃  
 〃  
6 日
10 日
11 日
 〃  
 〃  
13 日
 〃  
 〃  
17 日
24 日
30 日

1日
6日
 〃  
 〃  
7 日
 〃  
11 日

教職員辞令交付式
片品保育所入園式
片品村行政区役員会議
片品村交通安全協力会総会
片品小学校入学式
片品中学校入学式
相馬原駐屯地 67周年記念式典

5日

 〃  

6 日

 〃  

7 日

9 日

 〃  

 〃  

12 日

日

13 日

14 日

19 日

 〃  

 〃  

 〃  

20 日

 〃  

 〃  

25 日

 〃  

26 日
 

〃  

小口資金融資斡旋審査委員会

尾瀬かたしな未来構想委員会

尾瀬高等学校学習成果発表会

群馬県国民健康保険運営協議会

会長連絡会総会

越本御神火祭

2月定例利根郡議長会

広域圏 2月定例議員協議会

利根沼田学校組合議員協議会

特別会計等各運営委員会

宮城県蔵王町片品村視察

群馬県町村議会議長定期総会

ウィンターフェスティバル 2026

利根東部衛生施設組合議会全員協議会

利根東部衛生施設組合議会定例会

小口資金融資斡旋審査委員会

第 5次片品村総合計画

／過疎地域発展計画議員説明会

第 5次片品村総合計画審査委員会

利根沼田広域市町村圏振興整備組合

議会定例会

利根沼田学校組合議会定例会

議会運営委員会

全員協議会

全日本スノーボードテクニカル選手権
大会開会式
鎌田エリア再整備事業地区別説明会
（2.3 区）

鎌田エリア再整備事業地区別説明会
（1.4.8 区）
鎌田エリア再整備事業地区別説明会
（5.6.7 区）
第 1回議会定例会開会
全員協議会（予算説明）
全員協議会（予算説明）
社会福祉協議会理事会
桜花苑理事会
産業民教常任委員会
総務観光常任委員会
台湾雲林縣知事訪日歓迎レセプション
片品中学校卒業式
第 1回議会定例会閉会
議会広報編集特別委員会
ぬまた聖苑焼骨灰供養
片品小学校卒業式
片品保育所卒園式

議 会 活 動 日 誌

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
髙
山
　
悦
夫
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷（
有
）

編 

集 

後 

記

編
集
委
員
長

萩
原  

正
信

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

萩原　正信

星野　栄二

飯塚　美明

髙山　悦夫

後藤　眞平

北澤　佳子

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
　
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
今
年
一
年
災
害
も
無
く
穏

や
か
な
年
で
あ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
第
１
回
定
例
議
会
が
開
催

さ
れ
、
現
行
の
第
４
次
総
合
計
画
が
今

年
度
末
で
終
了
す
る
た
め
、
令
和
８
年

度
か
ら
の
　
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

第
５
次
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
急
速

な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
村
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
り
、
本
計
画
の
将
来
像
の

実
現
に
む
け
、
執
行
部
と
と
も
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
定
例
会
に
お

い
て
は
、「
鎌
田
エ
リ
ア
再
整
備
事
業
検

討
委
員
会
設
置
条
例
」
が
提
案
さ
れ
、

こ
ち
ら
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
田
エ
リ
ア
再
整
備
事
業
が
村
民
の
皆

様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
片
品
村
の
将
来

に
と
っ
て
有
意
義
で
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
整
備
事
業
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

４
　
　
月

29 日

12〜13

片品村商工会役員新年会
１ 

月

３
　
　
　
　
月２

　
　
　
　
月

２
　
月

●
議
会
だ
よ
り
第
１
８
７
号
の

　

お
詫
び
と
訂
正

・
議
会
だ
よ
り
第
１
８
７
号
の

　

訂
正
箇
所
の
詳
細

　

議
会
だ
よ
り
第
１
８
７
号（
令
和
７
年　

月　

日

発
行
）
の
掲
載
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ッ
ク
と
Ｐ
Ｄ

Ｆ
版
は
訂
正
後
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

修
正
箇
所
：　

ペ
ー
ジ
３
段
目

　
　
　
　
　

農
林
建
設
課
長
の
答
弁

内　
　

容
：
４
行
目
「
橋
長　

メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋

　
　
　
　
　

と
」、
６
行
目
「
令
和
９
年
度
に
は　

メ

　
　
　
　
　

ー
ト
ル
未
満
の
橋
の
点
検
結
果
を
踏
ま

　
　
　
　
　

え
」
に
修
正

（「　

」
の
数
字
の
誤
植
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。）
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